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［緒言］高分子太陽電池の変換効率を向上させるには、光捕集帯域を可視光のみならず近赤外光

域にまで拡大することが求められる。われわれは、三元ブレンド膜を非活性層に用いることによ

り光捕集域の広帯域化を進めてきた。本研究では、ドナーに光捕集帯域の異なる二種の共役高分

子を、アクセプターにフラーレン誘導体あるいは非フラーレンを用いた三元ブレンド高分子太陽

電池の素子特性について検討した。 

［実験］三元ブレンド高分子太陽電池に

用いた共役高分子（PDCBT, PTB7-Th, 

PBDB-T）、フラーレン誘導体（PCBM）、

非フラーレンアクセプター（IT-M）の構

造式を図 1 に示す。PEDOT:PSS を正孔

輸送層に、PFN-Brを負極側のバッファ

層 に 用 い た ITO/PEDOT:PSS/Blend/ 

PFN-Br/Al(Ca)からなる層構造の素子

を作製した。 

［結果と考察］表 1 に、二元ブレンド高分子太陽電池と三元ブレンド高分子太陽電池の素子特性

をまとめた。いずれの系についても、三元ブレンドとすることにより、JSCがやや増加するととも

に FF の向上が見られた。JSCの向上は、比較的厚膜の素子で光捕集帯域の広帯域化が実現できた

ことに起因すると考えられる。一方、FFの向上については、三元ブレンドにより電荷輸送特性が

向上したことに起因すると推察されるが、現時点ではその起源は明確ではない。興味深いのは、

Eloss が非フラーレン三元ブレンド太陽電池で比較的小さな値を示す点であり、今後この起源につ

いても検討する必要がある。 
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Figure 1.  Chemical structures of materials employed in 

this study: a) PDCBT, b) PTB7-Th, c) PBDB-T, d) PCBM, 

and e) IT-M. 

Table 1.  Device parameters for binary and ternary blend polymer solar cells. 

 D1 : D2 : A JSC / mA cm−2 VOC / V FF PCE / % Eloss / eV 

PTB7-Th/PCBM 1 : 0 : 1.5 14.5 0.81 0.64 7.5 0.89 

PTB7-Th/PDCBT/PCBM 0.8 : 0.2 :1.5 15.1 0.77 0.70 8.1 0.93 

PBDB-T/IT-M 1 : 0 : 1 17.16 0.933 0.635 10.2 0.67 

PBDB-T/PDCBT/IT-M 0.8 : 0.2 : 1 17.97 0.930 0.667 11.2 0.67 
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